
令和 6 年度様式 

事事  業業  報報  告告  書書  

１ 支 援 団 体 名 大分川ダム周辺のつはる里山保全活動実行委員会 

２ 事 業 名 称 太田川周辺ホタルの里づくりとふるさと河川の写真展示会 

３ 実 施 日 時 令和 6 年 6 月 1 日～令和 6 年 11 月 30 日 

４ 実 施 場 所 野津原太田川周辺 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

6 月１日 ホタルの観察会 参加人数 23 名 

6 月 8 日 ホタルの観察会 参加人数   9 名 

 9 月 28 日 自然観察会 参加人数 6 名 

 10 月 27 日 河川の保全 ゴミ拾いとにぃなの補充を行う。作業 4 名 

11 月 11 日～11 月 17 日 のつはる故郷写真展開催  観覧者 16 名 

 11 月 30 日 水生生物生態系調査  

※河川の環境保全活動や水生生物の生態系調査を行い水生生物の住み良

い河川にするために人の手を加えることによって、河川の生態系を保ち、

ホタルの観察会を 2 日間行った。保全活動にはゴミ拾いや、にぃなの補充、

草刈り等を行った。 

（事業実施効果） 

太田川の豊かな自然を通じてホタルの飛び交う河川を目指し水生生物や植物

の豊富な河川を目指し四季を通じて里山の変化や風景を残しつつ保全活動を

行うことで生態系の豊かな川が育まれ次世代に向け環境について学習をしても

らうことができた。故郷の原風景を写真に収めることで綺麗な河川・里山を見て

もらい観光の集客に貢献したと思う。 

６ 参 加 内 訳 

総人数 58 名 

（１）主催者参加 4 名 

（２）日本人参加（（１）を除く） 54 名 

（３）外国人参加（（１）を除く） 0 名 

７ 今 後 の 方 針 

２０２５年度も継続して事業を行い生態系豊かな河川づくりを目指して環境学習

や故郷の河川や里山を保全、保護をし荒れ地にならないようにする。 

また、観光の面では沢山の方にホタルや水生生物の豊富な河川を見学してい

ただく。 

－ 58 －
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（６月１日 ホタル観察会 親子連れで鑑賞） （６月８日 ホタル観察会 現地） 

（９月２８日 自然観察調査） （１０月２７日 河川環境の保全・ゴミ拾い） 

（１１月３０日 水生生物調査 にな・やご等） （１１月１１日～１１月１７日 のつはる故郷写真展） 
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